





























体験』 (G. バタイユ 出口裕弘訳、平凡社ライブラリー、











































































4 4 4 4
言説である。
読者に、理性的に
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自らを振り返り、理性ではない
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交流
の理想を語りかけるための言説である。そういう意味
で、彼は哲学者ではなく思想家だったのだ。体系的な
知識を求める知識人ではなく、バタイユは真昼にラン
プを持った狂人であり続けようとしたのだ。
結果的にバタイユの理想は広く人々に知れ渡ること
にはならなかったが、自らの思想に誠実であり続けよ
うとしたバタイユの姿勢自体は今日的にも意義を持つ
ものであろう。バタイユの試みは、体験だけでなく、
思想と言説との多様な関係の可能性を浮き彫りにした
と言えるのではないだろうか。
（大学院文学研究科修士課程宗教学専攻）
